


























































放送を軸に、インターネットの双方向機能等を活用した次世代のサービスを開発・推進し、変化す
るメディア環境に対応した新たな公共放送の役割を果たしていきます。
テレビ、パソコン、携帯端末等さまざまなメディアを連携させてＮＨＫの情報やコンテンツを届け

るサービスの提供を推進します。

26

11 ハイブリッドキャスト

放送と通信が連携する時代にふさわしい新たなサービス参考7

ハイブリッドキャストは、放送の電波で送られてくる番組とインターネット経由で提供される情報
を連携させ、多彩なサービスを実現します。
25年９月に総合テレビで提供を始めたサービスを、

26年度は教育テレビ（Ｅテレ）やＢＳ１、ＢＳプレミ
アムに広げます。
また、テレビと手元のスマートフォンやタブレット端

末を連携させ、番組の進行と連動して番組情報を提供
するサービスや視聴者参加型のコンテンツなど、新しい
時代の番組の制作に取り組みます。

創造･未来②

ハイブリッドキャスト対応テレビをインターネットに接続して利用します

区 分
（金額は再掲）

25年度
予 算

26年度
予 算 増減額 率･％ 備 考

ハイブリッドキャスト
実 施 経 費 5.8 8.4 2.5 43.6 サービスの拡充・充実等

ハイブリッドキャスト ホーム画面の例

（億円）

・魅力的なコンテンツ制作や多様な場面でのコンテンツ提供を支える技術の研究開発
・さまざまなサービス事業者が共通に利用できるコンテンツ流通プラットフォームの構築

・超高精細映像である８Ｋスーパーハイビジョンとハイブリッドキャストの融合に向けた研究開発

ネットコンテンツ放送コンテンツ

アプリによる多彩な
サービスを提供

セカンドスクリーンで
より見やすく・使いやすく

ソーシャルネットワークと
放送番組が連携

重要な情報を
確実・迅速・正確に

ハイブリッドキャスト対応受信機

超高精細映像に対応

＋

ハイブリッドキャストの利便性向上と高度化に向けた技術開発（調査研究費）
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